[image: image1.png]



　皆さんはご自身の健康管理のために、何をしていますか？多くの方は年に１度か、それ以上の頻度で健康診断や人間ドック等で健康かどうかをチェックされているのではないでしょうか？診断や検査の結果によって、健康であるか、要注意な状態か、または治療が必要かなどがわかり、対策を考えておられると思います。
　経営者ご自身の健康管理は何より大切ですが、経営している会社もまた、経営の健康状態を把握していくことが必要です。では、経営の健康状態は何を参考にすれば分かるでしょうか？もう、お気づきかと思いますが「決算書」こそが、経営のカルテなのです。人間のカルテは病歴・症状・治療法などか書かれていますが、決算書にも様々な情報が書かれているのです。

　最近では、財務諸表を解説する書籍が多数売られています。これまでは、「銀行のため」とか「税務署のため」に“作らされてきた”という感じも持ちながら、ただ出すだけだった決算書が、会社の経営向上に役立つものだと知られてきたからなのです。

　しかし、改まって決算書を見てみると、「科目と数字の羅列になっていてどこからどう見たらよいのか、皆目検討がつかない」といった声も多く聞きます。ここでは、いまさら聞けない決算書の仕組みを簡単にご紹介します。

　まず決算書とは、これまでの会社の財政状態を表わす「貸借対照表」と、今期１年間の経営成績を表わす「損益計算書」からできています。「貸借対照表」とは、１年のうちの、ある一定時点（決算日）で、どのような財産があって、どのような負債があるか、などを表わしています。そして「損益計算書」とは、会社の売上を“収入（かせぎ）”と“費用（コスト）”とを対比して、その差額としての“利益”を表わしています。
　まず、自社の決算書を開き、前期の会社の状況はどうだったのか、貸借対照表からはどのような資産があり、また負債を抱えているのか、損益計算書からは１年間の売上と利益を確認してみましょう。よく見てみると、売上をそのままで利益を増やすヒントも書かれているかもしれません。
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